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明治22年

明治35年

明治37年

明治38年

明治39年

明治40年

大正２年

大正３年

大正７年

大正12年

大正13年

昭和２年

昭和４年

昭和８年

昭和10年

昭和12年

２月　湘南馬車鉄道株式会社設立

２月　秦野・吾妻間軌道施設工事着手

８月５日　湘南馬車鉄道営業開始

12月　二宮駅構内に線路を延長

２月　湘南軽便鉄道株式会社と改称

　　　蒸気列車による運転開始

12月　湘南軌道株式会社設立

３月　専売局秦野工場まで線路を延長

４月　旅客運輸を休止

10月　営業を休止

８月　軌道運輸営業廃止

４月　５か村合併、吾妻村誕生

４月　東海道線二宮駅開設

９月　日露講和条約調印

４月　小学校令改正（義務教育６年）

７月　第１次世界大戦

９月　関東大震災

４月　小田急線開通

７月　二宮駅北口改札開設

11月　二宮町町制施行

７月　蘆溝橋事件、日中戦争

軽便鉄道のあゆみ

年　代 軽便鉄道の出来事 社会と町の出来事

　
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
、

二
宮
・
秦
野
間
を
鉄
道
が
走
っ
て

い
た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
陸
上
運
輸
が
発
展
を
と
げ
た
時

代
を
走
り
ぬ
け
た
軽
便
鉄
道
は
、

地
域
に
大
き
く
貢
献
し
、
二
宮
・

中
井
・
秦
野
の
人
々
を
結
び
つ
け

ま
し
た
。

　
二
宮
駅
が
開
設
さ
れ
た
４
年
後

の
明
治
39
年
（
１
９
０
６
年
）
、

二
宮
の
発
展
を
熱
望
し
た
吾
妻
村

の
有
志
が
当
時
の
秦
野
町
、
南
秦

野
村
、
井
ノ
口
村
の
有
力
者
と
協

力
し
て
立
ち
上
げ
た
湘
南
馬
車
鉄

道
株
式
会
社
に
よ
り
、
馬
車
鉄
道

が
開
通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
二
宮
と
秦
野
を
結
ぶ
馬
車

鉄
道
は
、
生
産
物
の
集
散
地
・
葉

た
ば
こ
の
産
地
と
し
て
繁
栄
し
て

い
た
秦
野
と
、
東
海
道
平
塚
駅
を

結
ぶ
輸
送
経
路
・
運
搬
能
力
が
弱

か
っ
た
こ
と
に
目
を
つ
け
、
そ
こ

に
二
宮
と
秦
野
の
経
済
発
展
の
活

路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
も
の
で

す
。
　
し
か
し
当
時
は
馬
車
鉄
道
が
で

き
て
も
歩
く
人
が
多
く
、
経
営
は

苦
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
経
営
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い

た
馬
車
鉄
道
で
す
が
、
産
業
の
発

展
か
ら
輸
送
力
の
増
強
が
必
要
と

な
り
、
大
正
２
年
に
は
蒸
気
機
関

車
へ
と
動
力
が
変
更
さ
れ
、
社
名

も
湘
南
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　
機
関
車
の
煙
突
の
先
は
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
型
に
膨
ら
ん
で
い
て
、
ワ
ラ

ぶ
き
屋
根
の
民
家
の
軒
先
を
走
る

際
に
、
吐
き
出
す
煙
と
と
も
に
飛

ぶ
火
の
粉
に
よ
り
火
災
に
な
る
の

を
防
ぐ
た
め
、
旋
盤
の
削
り
く
ず

を
つ
め
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
機
関
車
は
け
ん
引
力
が

弱
く
、
傾
斜
の
急
な
と
こ
ろ
で
は

大
変
で
し
た
。
特
に
雨
が
降
る
と

滑
っ
て
走
れ
な
く
な
り
、
砂
を
ま

き
な
が
ら
走
っ
た
そ
う
で
す
。

　
輸
送
力
を
増
強
し
て
再
出
発
し

た
軽
便
鉄
道
で
し
た
が
営
業
は
不

振
で
、
大
正
７
年
に
は
個
人
の
出

資
に
よ
る
湘
南
軌
道
株
式
会
社
に

譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
は
、
大
山
参
拝
者
の

多
く
が
二
宮
駅
か
ら
軽
便
鉄
道
を

利
用
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
会
社
で
は
、
専
売
局
秦



　
　
鉄
道

　
　
鉄
道
の

軽
便
軽
便
　
　
鉄
道
の

現在の専売局秦野工場跡地 軽便鉄道客室内部の様子

湘南軌道（株）本社

軽
便

　
当
時
は
み
ん
な
歩
い
た
か
ら
、

軽
便
を
利
用
す
る
人
は
少
な
か
っ

た
。
坂
道
に
な
る
と
汽
車
が
登
ら

な
く
て
、
乗
客
が
降
り
て
押
し
た

り
も
し
て
い
た
。

（
元
一
色
地
区
　
男
性
）

　
自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の
軽
便

は
貨
物
業
務
だ
け
に
な
っ
て
い
て
、

二
宮
か
ら
一
色
の
自
宅
へ
帰
る
の

に
、
貨
物
を
牽
引
し
て
い
た
貨
車

に
乗
っ
て
楽
を
し
て
い
た
ら
、
危

な
い
と
怒
ら
れ
た
り
し
た
よ
。

（
一
色
地
区
　
男
性
）

　
中
里
に
は
今
の
西
友
の
近
く
に

待
機
線
が
あ
っ
た
。
旧
県
道
の
　

川
（
魚
三
付
近
）
に
は
水
車
が
あ

っ
て
、
水
を
補
給
し
て
い
た
よ
。

（
元
中
里
地
区
　
女
性
）

　
軽
便
は
単
線
だ
っ
た
か
ら
、
中

井
町
と
の
境
に
待
機
線
が
あ
っ
て
、

そ
の
そ
ば
に
建
っ
て
い
た
家
に
「
境
」

の
よ
う
な
屋
号
が
つ
い
て
い
て
、

一
色
の
人
は
み
ん
な
そ
れ
を
知
っ

て
い
た
よ
。（

一
色
地
区
　
男
性
）

　
夫
か
ら
聞
い
た
当
時
の
秦
野
か

ら
軽
便
に
乗
っ
た
人
の
話
で
は
、

汽
車
の
走
行
時
は
煙
が
す
ご
く
て
、

乗
客
は
ほ
っ
か
む
り
を
し
て
乗
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

（
元
町
南
地
区
　
女
性
）

秦野

台町（旧秦野）

大竹

上井ノ口

下井ノ口

一色

中里

二宮

専売局秦野工場

大正12年延長の区間

←引込線

平塚→

平塚→

新宿→

東京→

水無川

室川

大秦野

養泉院

岳神社

卍

←小田原

←名古屋

←松田

県道

←小田原

←小田原 新横浜→

東海道線（二宮駅）

←小田原 大磯→

←小竹

厚木→

大磯→

貨物ホーム→

湘南軌道本社

小田原厚木道路

東名高速道路

石炭・水補給所→

小田急線

野
工
場
へ
の
引
込
線
の
延
長
な
ど

積
極
的
な
経
営
に
乗
り
出
し
ま
し

た
が
、
関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、

線
路
の
崩
壊
や
機
関
車
が
川
へ
転

落
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
さ
ら
に
自
動
車
や
小
田

急
電
鉄
の
開
通
に
よ
り
乗
客
は
減

少
し
、
つ
い
に
昭
和
10
年
10
月
に

二
宮
町
町
制
施
行
の
声
を
待
て
ず

に
営
業
を
休
止
、
昭
和
12
年
に
は

営
業
廃
止
と
な
り
、
33
年
余
り
に

渡
る
軽
便
鉄
道
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　
日
本
の
運
輸
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
た
激
動
の
時
代
に
、

官
主
導
で
は
な
く
地
元
の
有
志
ら

の
熱
意
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
軽

便
鉄
道
の
思
い
出
は
人
々
の
胸
の

中
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

一頭引きの馬が、客車や煙草、落
花生などの貨物を運んだ馬車鉄道

現在もその姿を残す本社跡



やる気とアイディアあふれる

起業を考える方のための

よし　　だ　　まさ　　き



二宮町議会議員および町長選挙
立候補予定者事前説明会・相談の日程

平成18年11月14日（火）

午前8時30分～午後5時

公民館

平成18年11月15日（水）

　　　　　　～18日（土）

午前8時30分～午後8時

役場2階会議室

平成18年11月16日（木）

　　　　　　～18日（土）

午前9時～午後4時

町民サービスプラザ

平成18年11月15日（水）

　　　　　　～18日（土）

午前8時30分～午後8時

役場2階選挙管理委員会事

務室

平成18年11月19日（日）

午前7時～午後8時

町内投票所8か所

平成18年11月19日（日）

午後9時～

二宮小学校体育館

日　時

場　所

期　間

場　所

期　間

場　所

期　間

場　所

日　時

投票所

日　時

場　所

告示日

（立候補受付事務）

期日前投票

期日前投票

（増設）

不在者投票

投　票　日

開　票　日



阪神淡路大震災の体験者に聞く

　役にたったグッズ　ベスト10（２１０人中）

突然起こる地震！



第12回

ごみの減量化・資源化はどうだったの？

－平成17年度ごみの処理量・資源売払収入額の速報－

平成17年度
ごみ処理量

10,485t （平成16年度
　は6,564ｔ）

毎日出るごみ
6,607t

樹脂類
698t

古紙布類
2,289t

金属・空き缶、
ビン・ガラス類
600t

その他
291t

※　　は、資源として売払った種類のもの
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過去５年間のごみ処理量の推移

資源回収物売払収入の推移

13年度

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

14年度 15年度 16年度 17年度

（t）

11,37311,373

11,08711,087

10,95110,951

10,70910,709

10,48510,485
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6,000

8,000
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（千円）

〔グラフ１〕

〔グラフ３〕

〔グラフ２〕



　
　
新
し
い
勤
務
先
か
ら
健
康

保
険
証
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
で
の
脱
退
手

続
き
は
？

　
　
新
し
く
勤
め
先
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
と
き
、
ま
た

は
被
扶
養
者
と
し
て
認
定
さ

れ
た
と
き
の
い
ず
れ
か
の
場

合
も
、
脱
退
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
健

康
保
険
証
が
お
手
元
に
届
い

た
ら
、
14
日
以
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
修
学
の
た
め
、
家
族
と
離

れ
て
一
人
暮
ら
し
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
の

保
険
証
と
は
別
に
、
保
険
証

を
持
つ
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

　
　
学
生
の
場
合
、
家
族
の
仕

送
り
で
生
活
す
る
と
き
は
、

学
生
用
の
保
険
証
の
発
行
申

請
を
す
る
（
学
生
証
等
が
必

要
で
す
）
こ
と
に
よ
り
、
町

の
国
民
健
康
保
険
証
を
、
そ

の
ま
ま
お
使
い
い
た
だ
け
ま

す
。
な
お
、
現
在
国
民
健
康

保
険
証
は
一
人
一
枚
交
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
相
互
扶
助

の
精
神
に
基
づ
き
、
病
気
や
け
が

に
よ
り
保
険
医
療
機
関
で
受
診
す

る
場
合
や
、
出
産
お
よ
び
死
亡
時

な
ど
に
保
険
給
付
を
行
う
、
各
市

町
村
が
保
険
者
と
な
り
独
自
で
運

営
す
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
被
保
険
者
で
あ
る

み
な
さ
ん
の
保
険
税
と
、
国
・
県
・

町
か
ら
の
公
的
財
源
が
充
て
ら
れ

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
町
国
民
健
康

保
険
の
保
険
給
付
費
が
年
々
増
加

し
続
け
て
お
り
、
平
成
17
年
度
の

給
付
額
は
平
成
14
年
度
に
較
べ
45

％
増
加
と
い
う
大
き
な
伸
び
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
、
保
険
税
収
入
は

景
気
の
低
迷
等
に
よ
り
減
収
傾
向

に
あ
り
、
平
成
17
年
度
は
多
少
増

加
し
た
も
の
の
、
国
民
健
康
保
険

の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
保
険
税
収
納
率
の
向
上

や
町
の
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
な

ど
に
よ
り
財
源
確
保
に
努
め
る
ほ

か
、
さ
ら
に
効
果
的
な
保
健
事
業

に
取
り
組
む
な
ど
、
国
民
健
康
保

険
財
政
の
健
全
化
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ま
ま
医

療
費
の
給
付
が
増
え
続
け
る
と
、

財
源
確
保
の
た
め
被
保
険
者
の
み

な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
負
担
が

大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
、
保
険

税
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら

健
康
管
理
に
気
を
つ
け
、
健
康
的

な
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
保
険
税
は
国
民
健
康
保

険
財
政
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で

す
。
保
険
税
の
未
納
は
深
刻
な
問

題
と
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
に

必
ず
納
付
す
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
町
民
課
保
険
年
金
係

0

5

10

15

20

14年度 15年度 16年度 17年度

保険給付費の推移（億円）

1212億44274427万2千円千円

1414億40884088万5千円千円

1515億93389338万1千円千円

1818億812812万1千円千円

14億4088万5千円

15億9338万1千円

18億812万1千円

0

2.5

5

7.5

10

14年度 15年度 16年度 17年度

保険税等の推移（億円）

9億52185218万9千円千円

1億88948894万3千円千円
2億39533953万9千円千円

1億91969196万9千円千円 2億20292029万6千円千円

9億42594259万6千円千円

9億14001400万円万円

9億30243024万5千円千円

9億5218万9千円

1億8894万3千円
2億3953万9千円

1億9196万9千円 2億2029万6千円

9億4259万6千円

9億1400万円

9億3024万5千円

12億4427万2千円

保険給付費

保険税　　繰入金



シ
リ
ー
ズ
介
護
予
防
　
そ
の
②

元
気
な
８０
代
を
目
指
し
て 

〜
筋
力
向
上
編
〜

～ 介護保険料の平準化 ～

　
高
齢
期
に
体
を
動
か
さ
な
い
で

い
る
と
、
筋
力
が
急
激
に
低
下
し
、

関
節
が
動
か
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
転
倒
・
骨
折
な
ど
の

け
が
や
事
故
を
招
き
、
動
か
な
く

な
る
こ
と
で
体
が
衰
弱
し
、
寝
た

き
り
な
ど
の
状
態
に
ま
で
進
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
鍛
え
れ

ば
年
齢
に
関
係
な
く
筋
力
は
回
復
・

向
上
し
ま
す
。

　
町
で
は
平
成
16
年
度
か
ら
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢

者
の
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
前

後
に
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
を
測

定
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
34
名
（
平
均
年
齢
が
70
・
９
歳
）

の
参
加
者
で
、
週
に
１
回
の
運
動

を
３
か
月
間
続
け
た
結
果
、
腹
筋

や
柔
軟
性
と
い
っ
た
身
体
的
な
変

化
の
ほ
か
、
外
出
意
欲
な
ど
の
精

神
的
な
変
化
も
測
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
参
照
）

　
こ
の
よ
う
に
運
動
を
継
続
し
て

続
け
る
こ
と
で
、
筋
力
の
向
上
や

外
出
等
の
活
動
意
欲
が
増
し
、
気

付
か
な
い
う
ち
に
日
常
生
活
に
好

循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
室
は
、
基
本
健
康
診
査
の

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
な
ど

の
結
果
か
ら
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
筋
力
が
弱
っ
て
い
る
方

　
対
象
と
な
る
方
へ
は
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
教
室
に
お
誘
い
し
、

介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
立
て
、
個
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
年
齢
相
応
の
筋
力
の
方

　
現
在
募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は

お
知
ら
せ
版
７
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
み
な
さ
ん
で
楽
し
み
な
が
ら
介

護
予
防
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
高
齢
介
護
課

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
き

　
　
71
―
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実 施 内 容実 施 内 容実 施 内 容

血圧測定

簡単な筋トレ

鏡を見ながら
ウォーキング

練功18法
（中国式の保健体操）

楽々ステップ
（下肢の筋力アップ）

トレーニング効果測定

評価は、文部科学省の新体力測定の総評価および筑波大学と

（株）つくばウェルネスリサーチによる「体力年齢」スケールを採用

体力測定年齢

活力（精神）年齢

上体起こし（腹筋）

長座体前屈（柔軟性）

10m歩行障害（敏捷性）

初回計測

74.8歳

71.4歳

82.5歳

66.5歳

76.7歳

最終計測

69.1歳

70.4歳

73.8歳

58.0歳

65.7歳

差

－ 5.7歳

－ 1.0歳

－ 8.7歳

－ 8.5歳

－ 11.0歳

トピックストピックス

介護保険料の天引き額について



平成17年度基本健康診査の主な検査結果
（要指導・要医療者数）

0

500

1000

1500

2000

2500

血圧 貧血 肝疾患 糖尿病 心疾患 高脂血症

男性　　　女性

865

458

432

401
241

172

430

248

424

285

1,437

730

（人）



医　療　機　関 住　　所 実　施　日　時 備　　考

百合が丘1－1－1

二宮795

百合が丘2－4－1

百合が丘2－4－4

中里736－5

二宮884

二宮821－10

二宮122－8

二宮904

二宮1285－1

二宮1305

中里989－7

川匂6

百合が丘2－1－2

二宮1048－2

月・火・水・金
土

月・火・木・金
土

月・火・水・木・金
土

月・火・水・金・土

月・火・水・金
土

月・火・水・金
土

月・火・木・金
水・土

月・火・水・金
第2・3・5の木・土

水・木・金

月・火・水・木・金
・土・日・祭日

月・火・水・金

月・火・木・金
土

月・火・水・金
土

火・水・金
月・土

月・火・水・木・金
土

9：00～11：30
9：00～11：30

9：00～11：30
9：00～11：30

8：45～12：00
8：45～11：30

9：00～12：00

9：00～12：00
9：00～12：00

8：45～12：00
8：45～12：00

9：00～12：00
9：00～12：00

9：00～12：30
9：00～12：30

15：00～18：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00
9：00～12：00

9：00～11：30
9：00～11：30

9：00～11：30
9：00～11：30

9：00～11：30
9：00～11：30

15：00～17：00

15：00～17：00

13：30～16：45

14：00～16：00

14：00～17：00
14：00～16：00

14：45～17：00

15：00～18：00

15：30～17：30

14：00～17：00

14：00～18：00

14：00～17：00

15：00～17：00

15：00～17：00

要電話予約

事前に連絡をしてください

事前に連絡をしてください

事前に連絡をしてください

65歳以上要予約
ご連絡ください

要電話予約

朝食は取らないで受
診してください。

朝食は取らないで受診し
てください。要電話予約

要電話予約

要予約

（注） 都合により休診となる場合がありますので、ご注意ください。

基本健康診査実施医療機関及び実施時間一覧表 （アイウエオ順）

こんにちは 健康課です　第49回



　

い
し
　

わ
た
　

て
い
　

こ

の
　

い
ち
　

け
い
　

こ

二 宮 町 職 員 募 集
試験区分

一般事務

消防士

保健師

募集

人員

若干名

１名

３名

職務内容

町の行政機関に

おいて、一般行

政事務に従事

町の行政機関に

おいて、専門技

術業務に従事

町の行政機関に

おいて、消防業

務に従事

受験資格
（次のすべてを満たすこと）

◎昭和51年４月２日から平成元年４月１

日までの間に生まれていること

◎学校教育法で定める高等学校卒業以上

の学歴を有すること、または平成19年３

月に高等学校卒業見込みであること

◎昭和57年４月２日から平成元年４月１

日までの間に生まれていること

◎学校教育法で定める高等学校卒業以上

の学歴を有することまたは平成19年３月

に高等学校卒業見込みであること

◎昭和51年４月２日から昭和60年４月１

日までの間に生まれていること

◎学校教育法で定める高等学校卒業以上

の学歴を有すること

◎保健師の資格を有することまたは平成19

年３月までに資格取得見込みであること

～活かします　あなたの納める貴重な税～



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

180,160㎏

６月分 前月比

11,240㎏

22,614㎏

10,390㎏

1,015,806円

6,720円

196,440円

4,666円

10,790㎏

200㎏

－52㎏

620㎏

94,717円

1,223,632円 100,764円

180円

5,588円

279円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（7月1日現在）
総　数

男

女

世帯数

30,043人

14,578人

15,465人

11,049世帯

（－ 13）

（－ 7）

（－ 6）

（＋10）

（　）内は前月比。
平成17年国勢調査結果速報を基礎数値にしています。



　
浄
源
寺
の
本
尊
は
木
造
の
阿
弥

陀
如
来
立
像
で
す
。
東
国
で
は
数

少
な
い
平
安
時
代
後
期
の
彫
刻
で
、

優
雅
な
趣
が
あ
る
た
め
、
町
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
53
年
の
解
体
修
理
に
と
も
な

う
調
査
の
結
果
、
本
尊
の
体
内
か

ら
木
像
１
体
と
紙
に
包
ま
れ
た
願

文
３
通
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
願

文
は
「
を
ま
さ
」
と
い
う
人
が
施

主
と
な
り
、
父
母
の
菩
提
を
弔
っ

た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
古
い

願
文
で
は
寛
永
17
（
１
６
４
０
）

年
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
浄
源
寺
の
本
尊
は
昔
か
ら
人
々

の
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
浄
源
寺
の
境
内
、
向
か
っ
て
左

側
に
は
樹
齢
４
０
０
年
前
後
の
ケ

ヤ
キ
が
あ
り
ま
す
。
今
は
青
々
と

し
た
葉
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
す
が
、

４
年
ほ
ど
前
は
根
が
腐
食
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
倒
れ
る
こ
と
を

心
配
し
、
業
者
に
幹
の
上
部
の
切

断
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
木
に
登
っ
た
業
者
の
一
人
は
、

切
っ
て
い
る
途
中
に
幹
の
一
部
を

見
て
「
こ
の
ケ
ヤ
キ
は
、
燃
え
た

跡
が
あ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
も
、

幹
の
中
央
が
ま
っ
黒
に
な
っ
て
焼

け
焦
げ
て
い
る
の
を
見
て
、
大
変

驚
き
、
す
ぐ
に
浄
源
寺
に

ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
浄
源
寺
の
本
堂

は
、
現
在
の
境
内
に
向
か

う
階
段
の
下
に
あ
り
、
江

戸
時
代
の
末
頃
に
焼
失
し

て
い
ま
す
。
浄
源
寺
で
保

管
し
て
い
る
過
去
帳
も
だ

い
た
い
２
０
０
年
前
よ
り

古
い
も
の
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
と
き
の
火
災
で
一
緒
に

焼
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
高

い
場
所
に
生
え
て
い
た
木
に
ま
で

燃
え
移
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火

の
勢
い
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
昨
年
は
ケ
ヤ
キ
の
生
え
て
い
る

根
元
の
土
に
改
良
剤
を
投
入
す
る

な
ど
樹
木
医
に
よ
る
治
療
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
現

在
ケ
ヤ
キ
は
再
び
元
気
を
取
り
戻

し
て
い
ま
す
。
木
の
生
命
力
に
驚

か
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ケ
ヤ
キ
の

語
る
歴
史
を
目
の
当
た
り
に
し
た

心
温
ま
る
出
来
事
で
し
た
。

　
　
　
　
一
色
７
６
５
　

　
　
　
　
　
秦
野
方
面
（
旧
道
）

行
き
バ
ス
、
一
色
バ
ス
停
で
下
車
。

徒
歩
約
３
分
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
　
　

み

　

だ
　
に
ょ
　

ら
い

　
　
　
　
　
　
　

お
も
む
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　

し
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
だ
い
　
　
と
む
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
ん
ぞ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
し
ょ
く

　
今
回
は
生
活
習
慣
病
予
防

食
な
ど
の
料
理
教
室
で
活
躍

す
る
二
宮
町
食
生
活
改
善
推

進
団
体
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
二

宮
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
食
を
と
お
し
て
の
健
康
が

心
配
さ
れ
る
今
、
皆
さ
ん
の

目
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
―
会
員
は
ど
の
く
ら
い
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
か
。

　
「
今
年
度
は
69
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
若
い
方

や
男
性
の
方
が
興
味
を
持
た
れ
、

徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
老

若
男
女
問
わ
ず
健
康
的
な
食
事
に

関
心
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
」

　
―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

　
「
町
か
ら
委
託
さ
れ
る
事
業
や
、

会
主
催
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

各
年
代
に
合
っ
た
食
育
活
動
に
よ

っ
て
、
食
を
と
お
し
て
の
健
康
づ

く
り
を
広
め
て
い
ま
す
。
」

　
―
現
代
の
食
生
活
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
。

　
「
生
活
リ
ズ
ム
の
み
だ
れ
や
情

報
の
偏
り
に
よ
り
、
食
の
大
切
さ

よ
り
利
便
性
や
ス
タ
イ
ル
が
重
視

さ
れ
、
朝
食
を
取
ら
な
い
子
ど
も

や
、
極
度
な
肥
満
、
無
理
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
　
こ
の
世
代
に
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
、
食
の
大
切
さ
を
知
ら
ず
に

親
に
な
り
、
自
分
の
子
ど
も
を
健

康
に
育
て
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
食
の
大
切
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
」

　
み
な
さ
ん
も
、
ま
ず
食
生
活
か

ら
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
活
動
に
興
味
あ
る
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
。

　
　
71
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町民健診の日のパネル展。詳しく解説されています。

写真左下は焼け焦げた幹の一部



～ 地域間交流事業　高山村の仲間たち ～

人命救助人命救助に感謝状感謝状人命救助人命救助に感謝状感謝状人命救助に感謝状
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棚 沢 山棚 沢 山 荘
キャンプ場キャンプ場
棚 沢 山 荘
キャンプ場

今
年
も
火
の
神
が
大
活
躍
！
そ
の

火
は
み
ん
な
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

水遊びをした川と、よく揺れる目印の吊り橋 自然の中の簡素なキャンプで友情を育みました


